
　

３
月
８
日
（
土
）
平
成
25
年
度
26
年

度
、
新
旧
役
員
・
委
員
・
班
長
の
交
代

に
伴
う
定
例
会
と
懇
親
会
が
新
横
浜
国

際
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
委
員
代
表
と
26
年
度
の
新
し

い
班
長
さ
ん
を
交
え
て
３
月
の
定
例
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
上
会
長
よ
り
篠

原
連
合
会
３
月
度
報
告
。
中
村
副
会
長

よ
り
２
月
・
３
月
・
４
月
の
自
治
会
活

動
、行
事
予
定
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
全
出
席
者

73
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　　

青
少
年
指
導
員　

　

杉
下
陽
子　

岩
崎
宏
文　

宮
田
守

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

　

高
橋
修　

中
村
美
保
子　

森
本
寿
喜

　

環
境
事
業
推
進
委
員　

　

臼
井
由
郎　

中
村
泰
雄　

須
田
み
つ

　

久
保
寺
功　

鈴
木
の
ぶ
子　

　　

保
健
活
動
推
進
委
員

　

田
中
雅
代   

細
川
邦
夫　

三
原
米
子

　

平
林
勝
堯　

松
澤
正
代　

押
尾
文
雄

　
和
田
恵
美
子　

野
田
久
代　

尹　

静
子

　
畑
田
由
美
子　

金
子
文
治　

有
木
玉
美

　

消
費
生
活
推
進
員

　

渋
谷
悦
子

　

家
庭
防
災
員

　

村
野
明
美　

小
玉
シ
ズ
エ

　

子
供
会

　

た
け
の
こ
子
供
会　
　

鈴
木
涼
子

　

は
な
ぶ
さ
子
供
会　
　

耳
浦
理
恵

　

あ
か
つ
き
子
供
会　
　

橋
本
雅
代

　

港
北
消
防
団
本
部
本
部
長

　

久
保
寺
功

な か て は ら 平成 26 年（2014）４月１日

「
誰
も
が
安

全
・
安
心
し

て
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る

町
」
仲
手
原

を
目
指
し
て

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

作
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

一
、
自
治
会
名
簿
を
作
り
ま
す
。        

　
　

災
害
時
に
は
、
こ
の
名
簿
を
基
に

　
　

し
て
支
援
物
資
を
配
ら
せ
て
い
た

　
　

だ
き
ま
す
。

二
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模

　
　

災
害
に
備
え
て
、
自
治
会
と
し
て

　
　

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
き

　
　

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

初
期
消
火
に
備
え
る
準
備
を
致
し

　
　

ま
す
。

三
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
　

し
ま
す
。

　
　

行
事
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
て
い

　
　

き
ま
す
。

四
、
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
自
治
会
活

　
　

動
に
参
加
し
た
り
、
子
供
・
青
少

　
　

年
・
高
齢
者
（
要
援
護
者
）
に
も

　
　

目
を
向
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

　
　

て
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を

　
　

増
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
ま
す
。

　
　

子
供
の
帰
宅
の
安
全
の
見
守
り
、

　
　

地
域
を
歩
く
こ
と
に
よ
り
知
る
こ

　
　

と
、
地
域
に
友
達
等
、
い
ろ
い
ろ

　
　

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
々
参
加
者
が
多
く
な
っ
て
来
て

　
　

お
り
ま
す
。
皆
様
方
も
ご
参
加
く

　
　

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
私
一
人
で
は
到
底

出
来
ま
せ
ん
。
全
て
は
自
治
会
役
員
、

班
長
、
組
長
又
自
治
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
る
ほ
か
御
座
い
ま
せ
ん
。
ど

う
ぞ
当
自
治
会
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

39

平
成
26
年
度
に
向
か
っ
て
　自
治
会
長

　井
上  

禮
子

（1）第 39 号

平
成
26
年
度
班
長
紹
介

一
丁
目

二
丁
目

１
班

三
橋　

信
子

１
班

國
定　

典
子

２
班

押
尾　

清
代

２
班

下
村　

純
一

３
班

峯
田　

朋
子
３
班

藤
田　

桂
子

４
班

加
藤　
　

誠

４
班

原
田　

義
則

５
班

臼
井
美
恵
子
５
班

押
尾　

泰
典

６
班

木
田　

裕
美
６
班

河
野
佳
代
子

７
班

平
山　

清
司
７
班

浜
田　

和
明

８
班

内
田　

豊
子
８
班

杉
原　

麻
里

９
班

永
田　

す
み
れ

９
班

石
川　

泰
士

10
班

山
本　

高
夫

11
班

五
十
嵐
晶
子

新
旧
役
員
・
委
員
・
班
長
の

交
代
に
伴
う
会
合
開
催



な か て は ら
　

平
成
25
年
12
月
１
日
、
民
生
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
改
め
て
選
ば

れ
ま
し
た
。
港
北
区
全
体
で
は
391
人
の

方
々
が
国
の
委
託
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
内
９
名
の
方
々
が
仲
手
原
地
区
で
地

域
の
福
祉
の
た
め
に
活
動
を
し
ま
す
。

白
幡
小
学
校
永
池
校
長
に
聞
く

　
「
司
会
授
業
の
成
果
出
る
」

　

今
年
元
旦

よ
り
朝
日
新

聞
に
、
白
幡

小
学
校
の
司

会
授
業
が
３

回
に
亘
り
報

道
さ
れ
ま
し

た
。
つ
い
て

は
、
５
年
前
か
ら
司
会
授
業
を
始
め
ら

れ
た
永
池
校
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

始
め
ら
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
子
供
達

が
人
の
話
を
聞
く
姿
勢
が
で
き
て
い
な

い
、
子
供
達
ど
う
し
の
会
話
が
で
き
て

い
な
い
と
永
池
校
長
が
思
っ
た
こ
と
だ

そ
う
で
、
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要

領
に
も
具
体
的
な
例
示
は
少
な
く
、
井

上
一
郎
先
生（
京
都
女
子
大
学
教
授・前

文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
）提
唱
の｢

子

供
が
司
会
を
す
る
授
業｣

を
参
考
に
し

て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

全
学
年
、
全
教
科
に
亘
り
、
教
室
の

机
を
コ
の
字
形
に
変
え
、
前
も
っ
て
選

定
さ
れ
た
司
会
係
、
黒
板
係
が
中
央
に

座
る
。
授
業
は
先
ず
司
会
が
話
を
切
り

出
し
て
始
め
、
学
習
内
容
を
発
表
、
意

見
交
換
し
司
会
が
内
容
を
ま
と
め
る
。

先
生
は
司
会
の
「
お
願
い
し
ま
す
。」

の
声
で
初
め
て
基
礎
的
な
事
項
や
重
要

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
。
司
会
授
業
が

始
ま
っ
て
子
供
達
の
現
況
に
つ
い
て
永

池
校
長
は
こ
う
評
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

一
、
言
葉
が
豊
富
に
な
り
、
言
葉
の
力

　
　

が
現
れ
て
き
て
い
る
。

二
、
子
供
達
ど
う
し
が
温
か
い
、
優
し

　
　

い
言
葉
を
か
け
あ
う
よ
う
に
な
り

　
　

人
間
関
係
が
非
常
に
良
く
な
っ
た
。

　
　

い
じ
め
も
少
な
く
な
っ
た
。
司
会

　
　

の
生
徒
は
休
ま
な
い
。
司
会
が
や

　
　

り
た
く
て
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な

　
　

っ
て
い
る
。

三
、
低
学
年
の
司
会
は
進
行
係
的
だ
が
、

　
　
高
学
年
は
思
考
力
・
判
断
力
、
聞

　
　

く
力
、
考
え
な
が
ら
話
す
力
が
つ

　
　

い
て
き
て
い
る
。
司
会
を
や
り
、

　
　

話
を
聞
い
て
も
ら
う
立
場
に
な
っ

　
　

て
、初
め
て
ど
う
言
え
ば
良
い
か
、

　
　

子
供
達
ど
う
し
相
手
の
話
を
聞
こ

　
　

う
と
考
え
る
よ
う
な
っ
た
。

四
、
学
力
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

　
　

り
、
自
分
に
対
す
る
自
信
「
自
己

　
　

肯
定
感
」
が
つ
い
て
き
た
。

　

最
後
に
永
池
校
長
よ
り
、
地
域
の
協

力
、
支
え
が
あ
っ
て
子
供
達
も
学
校
も

更
に
良
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
の
事
で
し

た
。
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民
生
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
紹
介

校長先生と副校長先生

日高　毅雄
 電　　話

４３３－５７６９

 担当地域 １丁目

１・２班及び
３班の一部

小野しづ子
 電　　話

４０１－９４６０

 担当地域 １丁目

４・５・８班
妙蓮寺ハウス A棟

伊東美奈子
 電　　話

４３５－３７０９

 担当地域 １丁目

６・７・８班
妙蓮寺ハウス B 棟

村野　明美
 電　　話

４３１－３２１０

 担当地域 １丁目

９・１０班及び
３班の一部

小栗　照子
 電　　話

４０１－４８９７

 担当地域 ２丁目

３班の一部及び
４・６班

岩下　武夫
 電　　話

４０１－７７５１

 担当地域 ２丁目

５・９班及び
１丁目１１班

和田恵美子
 電　　話

４３３－５９０１

 担当地域 ２丁目

７・８班

塚脇由美子
主任児童委員

 電　　話

４３３－８１５２

 担当地域

篠原地区

村上　久枝
 電　　話

４０１－９０２０

 担当地域 ２丁目

１・２班及び
３班の一部



　

私
た
ち
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
・

ス
ト
リ
ン
グ
ス
は
、
ア
メ
リ

カ
中
南
部
で
生
ま
れ
た
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

音
楽
を
演
奏
す
る
バ
ン
ド
で
す
。
こ
の

音
楽
は
ノ
リ
の
良
い
軽
快
な
リ
ズ
ム
に

乗
せ
て
ギ
タ
ー
・
バ
ン
ジ
ョ
ー
・
フ
ィ

ド
ル
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
オ
ー
ト
ハ
ー
プ
・

ド
ブ
ロ
・
ベ
ー
ス
等
の
楽
器
で
合
奏
し
、

独
特
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
合
唱
す
る
と
い

う
他
の
音
楽
と
は
一
味
ち
が
う
個
性
的

な
も
の
で
す
。
活
動
は
７
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
７
月
・
12
月
の
自
宅
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
メ
イ
ン
で
東
京
な
ど
で
も

数
回
演
奏
し
て
い
ま
す
。

 

昨
年
縁
あ
っ
て
町
内
会
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
私
た

ち
停
年
組
の
活
動
が
地
域
の
た
め
に
お

役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
５
月
10
日
仲
手
原
公
園
で
お
目
に
か

か
り
ま
す
。
て
る
て
る
坊
主
を
よ
ろ
し

く
！　
　
　
　
　

二
丁
目
８
班　

金
子
和
夫

な か て は ら
 

落
語
会
に
寄
せ
て

　

晩
秋
の
或
る
日
、
自
治
会
館
内
に

寄
席
の
出
囃
子
が
流
れ
、
岡
田
さ
ん
と

お
仲
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
噺
家
達
に
よ

る
出
前
落
語
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
々
得
意
な
演
目
に
よ
る
落
語
が
披
露

さ
れ
、
日
曜
日
の
昼
下
が
り
二
刻
程
を

地
域
の
お
年
寄
り
や
落
語
好
き
な
人
々

を
面
白
可
笑
し
く
楽
し
ま
せ
て
戴
き
ま

し
た
。
出
演
さ
れ
た
皆
様
に
は
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
と
共
に
企
画
さ
れ
ま
し

た
自
治
会
様
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
は
如
何
か
と
心
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。　
　

一
丁
目
９
班　

田
中　

繁

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

 

自
治
会
館
年
末
大
掃
除
の
記

　

暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ

た
日
程
の
中
、
会
館
の

大
掃
除
の
た
め
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
、
各
役

員
の
方
々
、
老
人
会
、
班
長
の
方
々
等

の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
掃
除
を
実
施
。

　

会
館
の
掃
除
を
始
め
、
外
廻
り
の
片

付
け
清
掃
に
と
、
１
時
間
余
り
汗
を
流

し
、す
っ
か
り
綺
麗
に
な
っ
た
会
館
は
、

清
々
し
さ
と
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
の
漂

う
中
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
完
了
。

年
年
歳
歳
繰
り
返
さ
れ
る
年
中
行
事
で

す
が
、
携
わ
る
人
々
は
代
わ
っ
て
も
仕

上
が
り
は
次
の
方
々
に
熱
く
受
け
継
が

れ
て
い
く
事
に
人
々
の
地
域
に
対
す
る

深
い
思
い
入
れ
を
感
じ
た
一
時
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
１
班　

國
定　

典
子

 

い
ち
ご
狩
り

　

仲
手
原
自
治
会
恒
例
の

春
の
親
睦
会
い
ち
ご
狩
り

バ
ス
旅
行
が
、
３
月
23
日
（
日
）
に
催

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
バ
ス
２
台
で

房
総
半
島
を
、
老
若
男
女
の
会
員
88
名

で
１
日
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
メ
イ

ン
の
鴨
川
田
村
農
園
の
い
ち
ご
狩
り
で

は
60
個
以
上
食
べ
た
強
者
や
富
浦
の
菜

花
摘
み
で
は
柔
ら
か
い
新
鮮
な
菜
花
を

市
販
品
の
束
の
５
倍
位
を
ポ
リ
袋
に
獲

得
し
、
房
総
の
特
産
品
市
場
や
カ
ス
テ

ラ
工
房
で
は
盛
り
沢
山
の
お
土
産
の
買

い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
左
党
に

は
格
別
の
地
酒
の
試
飲
し
放
題
で
悦
に

入
っ
て
い
る
方
々
も
お

り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
鴨
川
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ホ
テ
ル
で
の
18

品
も
の
豪
華
な
食
事
で
、
残
さ
れ
る
方

が
多
い
か
な
と
の
予
想
に
反
し
、
と
て

も
美
味
し
い
の
で
殆
ど
の
方
が
完
食
さ

れ
、
皆
さ
ん
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。

日
頃
お
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
な
い

方
々
も
、
食
事
や
買
い
物
、
い
ち
ご
狩

り
と
一
日
楽
し
く
一
緒
に
行
動
し
て
い

る
と
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
、
と
て
も

良
い
、
仲
手
原
自
治
会
員
の
親
睦
の
行

事
と
す
る
こ

と
が
出
来
ま

し
た
。
来
年

は
伊
豆
方
面

の
予
定
で

す
。
こ
れ
迄

参
加
す
る
機

会
の
な
か
っ

た
方
、
是
非

参
加
さ
れ
て

は
ど
う
で
す

か
。

ナッシュビル・ストリングス

平成 26 年（2014）４月１日（3）第 39 号

ザ・スノーストーンズ

大勢でいちごを食べました



な か て は ら

４
月
「
な
か
て
は
ら
」
第
39
号
発
行

　
　

新
入
学
児
童
へ
の
お
祝
い
品
贈
呈

　
　

男
の
仲
手
原
食
堂
（
27
日
）

　
　

自
治
会
費
集
金

５
月
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
10
日
）

　
　

自
治
会
総
会　

（
24
日
）

　
　

日
赤
共
同
募
金
集
金

６
月
篠
原
地
区
自
治
会
対
抗

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

高
齢
者
茶
話
会

　
　

仲
手
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

子
供
会
対
抗
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会

 

第
２
回
男
の
仲
手
原
食
堂

　

平
成
25
年
師
走
15
日
、
晴

天
な
れ
ど
寒
風
の
中
で
２
回

目
の
男
の
仲
手
原
食
堂
が
開

店
し
ま
し
た
。
今
回
は
料
理

を
習
う
生
徒
が
約
20
人
参
加

し
ま
し
た
。
料
理
を
教
え
る
先
生
は
玉

木
さ
ん
と
い
う
女
性
の
方
で
す
。「
ハ

ン
バ
ー
グ
」「
ス
ー
プ
」「
サ
ラ
ダ
」
が

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
人
数
を
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
先
生
が
調
理
の

お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
た
後
始
ま
り
ま

し
た
。
材
料
は
前
日
女
性
役
員
ら
が
買

い
揃
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

男
の
生
徒
達
は

誰
一
人
ハ
ン
バ
ー

グ
を
作
っ
た
経
験

は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
玉
ね
ぎ
を

斜
め
に
切
る
こ
と

を
覚
え
、
ボ
ウ
ル

に
あ
い
び
き
と
玉

ね
ぎ
、
パ
ン
粉
、

牛
乳
、
塩
を
入
れ

て
よ
く
混
ぜ
合
わ

せ
形
を
作
り
、
フ

ラ
イ
パ
ン
で
焼
き

上
げ
ま
し
た
。
り

ん
ご
の
ソ
テ
ー
を

つ
け
た
サ
ラ
ダ
、

ス
ー
プ
も
何
と
か
お
昼
前
に
出
来
上
が

り
、
会
館
内
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。
女
性
役
員
も
交
え
、
賑
や
か

に
試
食
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
回

も
参
加
者
同
志
、
話
も
は
ず
み
、
至
福

の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

港
北
小
１
年
生
と「
む
か
し
あ
そ
び
」

　
「
こ
ま
ま
わ
し
・
け
ん
玉
・
竹
と
ん
ぼ
・

羽
根
つ
き
・
あ
や
と
り
・
お
手
玉
」

　

１
月
17
日
・
28
日
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
子
供
達
と
菊
名
、
松
見
町
、
仲
手

原
の
お
年
寄
り

を
含
む
大
人
が

昔
遊
び
を
し
な

が
ら
触
れ
合
う

と
い
う
行
事
で

す
。
子
供
た
ち

は
自
分
の
好
き

な
、
そ
し
て
得
意
な
遊
び
を

選
び
ま
す
。
各
遊
び
の
グ
ル

ー
プ
に
大
人
の
方
々
が
入
り

遊
び
方
を
教
え
、
共
に
遊
び

ま
し
た
。
よ
く
出
来
る
子
供
た
ち
も
多

く
、
大
人
も
昔
を
思
い
出
し
て
か
、
つ

い
熱
く
な
る
と
い
う
ひ
と

時
で
し
た
。
子
供
た
ち
が
遊

び
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
そ

の
た

め
に
地
域
の
皆

さ
ん
が
少
し
で

も
寄
与
で
き
る

と
い
う
大
変
有

意
義
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。　

　

金
井　

俊
夫

 

仲
手
原
「
押
尾
邸
」
一
般
公
開

　

平
成
25
年
12
月
15

日
に
港
北
区
の
事
業

と
し
て
歴
史
的
な
建

造
物
の
特
別
公
開
が

あ
り
ま
し
た
。
日
吉

の
「
中
澤
高
枝
邸
」

「
慶
應
義
塾
大
学
キ
リ
ス
ト
教
青
年
館
」

綱
島
の「
飯
田
家
住
宅
」大
倉
山
の「
大

倉
山
記
念
館
」（
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

妙
蓮
寺
・
菊
名
の
「
金
子
邸
」「
押
尾
邸
」

「
篠
原
東
の
洋
館
付
き
住
宅
」
の
７
件

で
す
。
同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
説
明
つ
き
で
街
歩
き
ツ
ア
ー
と
し
て

妙
蓮
寺
・
菊
名
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

 

︽
編
集
後
記
︾

　

26
号
よ
り
主
に
学
校
関
係
等
を
取
材

し
活
動
し
て
頂
い
た
荒
澤
貴
恵
さ
ん
が

お
辞
め
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。
ま
た
、
二
人
の
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
、
植
木
幹
造
さ
ん
と
江
村
清

さ
ん
を
加
え
て
、
新
年
度
も
よ
り
良
い

広
報
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

︽
編
集
ス
タ
ッ
フ
︾

伊
東
美
奈
子
・
岩
下
武
夫
・
江
村
清

植
木
幹
造
・
中
村
泰
雄
・
三
宅
博
久

和
田
恵
美
子
・
写
真
撮
影
│
押
尾
泰
典 

他

平成 26 年（2014）４月１日（4）第 39 号

に
あ
い
び
き
と
玉

は
な
か
っ
た
の
で

せ
形
を
作
り
、
フ

ハンバーグ

仲手原「押尾邸」


